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会
議
は
栗
原
議
長
の
司
会
に

よ
り
開
会
。
冒
頭
、
長
田
委
員

長
か
ら

｢

本
日
は
医
師
連
盟
組

織
の
見
直
し
、
衆
議
院
選
挙
対

策
と
し
て
推
薦
候
補
者
の
決
定

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
来

年
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
日

医
連
推
薦
候
補
者
に
日
本
医
師

会
常
任
理
事
の
西
島
英
利
氏
が

決
定
し
た
の
で
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い｣

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
議
事
に
移
っ
た
。

議
事
項
目
と
そ
の
概
要
に
つ
い

て
以
下
の
と
お
り
。

八
月
三
十
日
、
鳥
取
県
医
師

会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
主

な
議
事
は
来
年
夏
に
予
定
さ
れ

て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
対
策

で
、
比
例
区
に
立
候
補
の
意
向

を
持
つ
医
師
会
員
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
日
医
の

中
央
情
勢
な
ど
を
大
局
的
に
判

断
し
た
結
果
、
県
医
連
と
し
て

は
日
医
へ
推
薦
し
な
い
こ
と
を

決
定
し
た
。
翌
日
、
本
人
へ
伝

え
た
。

八
月
三
十
一
日
、
日
本
医
師

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
長

田
委
員
長
、
大
石
副
委
員
長
が

出
席
し
た
。
主
な
議
題
は
、
第

二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
候
補
者
決
定
で
あ
っ
た
。

候
補
者
に
つ
い
て
は
、
公
募

制
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
全
国
の

医
師
会
へ
適
任
者
が
い
れ
ば
推

薦
し
て
ほ
し
い
旨
の
通
知
が
出

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
西

島
英
利
氏(

福
岡
県
医
連
推
薦)

と
国
分
清
和
氏

(

奈
良
県
医
連

推
薦)

の
二
名
の
推
薦
届
け
出

が
あ
っ
た
。

会
議
で
は
、
投
票
に
よ
り
決

定
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も

あ
っ
た
が
、
日
医
連
が
一
枚
岩

と
な
っ
て
選
挙
に
臨
む
う
え
で

好
ま
し
く
な
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
ま
た
推
薦
し
た
奈
良
県
医

師
連
盟
、
有
山
委
員
長
か
ら
国

分
氏
推
薦
を
取
り
下
げ
る
と
と

も
に
、
本
人
が
そ
れ
を
了
承
し
、

立
候
補
辞
退
し
た
こ
と
か
ら
、

満
場
一
致
に
て
西
島
英
利
先
生

(

日
本
医
師
会
常
任
理
事)

を

日
医
連
推
薦
候
補
者
と
す
る
こ

と
を
機
関
決
定
し
た
。
西
島
英

利
先
生
の
略
歴
、
政
策
目
標
は

別
記
の
と
お
り
。

九
月
二
十
三
日
、
日
本
医
師

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
長

田
委
員
長
、
大
石
副
委
員
長
、

米
本
・
魚
谷
両
常
任
執
行
委
員

(

一
区
、
二
区
代
表)

が
出
席

し
た
。

会
議
に
は
各
県
の
医
師
連
盟

委
員
長
、
小
選
挙
区
責
任
者
な

ど
約
四
百
七
十
名
が
参
加
し
、

熱
気
溢
れ
る
会
議
で
あ
っ
た
。

坪
井
日
医
連
委
員
長
か
ら

｢

選

挙
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
我
々

の
医
療
政
策
を
実
現
す
る
た
め

に
は
選
挙
で
で
き
る
だ
け
の
票

を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

理
念
実
現
の
た
め
選
挙
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
パ
ワ
ー
を
注
い
で
ほ

し
い｣

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
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鳥
取
県
医
師
連
盟
は
、
十
月
十
六
日
、
鳥
取
県
医
師
会
館

に
お
い
て
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
十
一
月
九
日
投
票
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
推
薦
候
補
者
と
し
て
、
鳥
取
一

区
は
石
破

茂
氏
、
鳥
取
二
区
は
相
沢
英
之
氏

(

い
ず
れ
も

自
民
・
前)

を
決
定
し
た
。
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県
医
連
常
任
執
行
委

員
会
の
開
催
報
告

日
本
医
師
連
盟
執
行

委
員
会
の
開
催
報
告

衆
議
院
選
挙
対
策

会
議
の
出
席
報
告
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続
い
て
、
宮
崎
秀
樹
、
武
見

敬
三
両
参
議
院
議
員
か
ら
激
励

の
挨
拶
、
関
原
福
岡
県
医
連
委

員
長
か
ら
推
薦
の
言
葉
、
さ
ら

に
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
が

順
次
壇
上
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

力
強
い
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
た
。

そ
の
後
、
西
島
氏
か
ら
政
治

家
と
し
て
の
姿
勢
や
政
策
目
標

を
掲
げ
て
、決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
が
ガ

ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル
を
声
高
ら
か

に
発
し
、
西
島
氏
の
必
勝
を
決

意
し
た
。

衆
議
院
は
十
月
十
日
解
散
さ

れ
、
十
月
二
十
八
日
公
示
、
十

一
日
九
日
投
票
で
総
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
立

候
補
予
定
者
は
鳥
取
一
区
が
３

人
、
鳥
取
二
区
が
４
人
の
名
前

が
上
が
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
医
師
連
盟
に
対
し

推
薦
依
頼
の
来
て
い
る
石
破

茂
、
相
沢
英
之
両
氏
の
推
薦
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成

多
数
に
よ
り
両
氏
の
推
薦
を
機

関
決
定
し
た
。
近
く
推
薦
状
を

届
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
比
例

区
に
立
候
補
予
定
の
平
林
鴻
三

氏
の
推
薦
も
あ
わ
せ
て
決
定
し

た
。来

年
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る

参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
日
本

医
師
連
盟
推
薦
の
西
島
英
利
氏

が
自
民
党
比
例
区
の
候
補
者
に

決
定
し
て
い
る
。
今
後
の
支
援

対
策
と
し
て
本
連
盟
で
は
、
時

局
講
演
会
の
開
催
、
後
援
会
員

の
獲
得
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
、
日
医
連
か
ら
具
体
的
指

示
が
あ
る
が
、
そ
の
節
に
は
ぜ

ひ
と
も
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

従
前
か
ら
の
執
行
委
員
会
の

席
上
、
規
約
の
見
直
し
、
総
会

の
設
置
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
今
回
、
規
約
の
一

部
改
正
案
を
あ
ら
か
じ
め
提
示

し
、
協
議
・
意
見
交
換
を
行
っ

た
。意

見
と
し
て
、
最
高
議
決
機

関
の
明
確
化
、
総
会
成
立
の
定

足
数
の
問
題
、
動
議
提
出
の
取

り
扱
い
方
法
な
ど
が
出
さ
れ
、

次
回
の
執
行
委
員
会
ま
で
に
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。
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西
島
英
利
君
は
昭
和
五
十

二
年
日
本
医
科
大
学
を
卒
業

後
、
地
元
小
倉
で
実
地
医
家

と
し
て
永
年
地
域
医
療
に
尽

力
し
、
さ
ら
に
平
成
十
年
よ

り
日
本
医
師
会
常
任
理
事
と

し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
界
は
社
会
保
障
制
度
改

革
の
真
っ
只
中
に
あ
り
、
国

民
は
今
こ
そ
医
師
で
あ
る
我
々

に
財
政
優
先
の
管
理
医
療
か

ら
国
民
を
守
る
こ
と
を
強
く

求
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
西
島
君
の

今
日
ま
で
の
業
績
を
顧
み
る

と
き
、
国
民
の
期
待
に
十
分

応
え
得
る
有
為
な
人
材
で
あ

る
と
確
信
い
た
す
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

国
民
の
大
き
な
負
託
に
応

え
る
た
め
、
日
本
医
師
連
盟

が
一
丸
と
な
っ
て
西
島
君
を

国
政
の
場
に
送
り
出
そ
う
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
会
員

の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

衆
議
院
総
選
挙
対
策

組
織
の
見
直
し
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西島英利氏を
国政の場へ

＝推薦の言葉＝

ま
ず
、
皆
様
の
私
に
対
す

る
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
、

そ
の
ご
期
待
に
十
分
応
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、

来
年
の
参
議
院
選
挙
に
西
島

英
利
先
生
の
擁
立
を
決
定
さ

れ
ま
し
た
こ
と
は
、
出
馬
を

辞
退
い
た
し
ま
し
た
私
に
と

り
ま
し
て
も
誠
に
喜
ば
し
く
、

か
つ
力
強
い
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
。

わ
が
国
は
、
今
ま
さ
に
歴

史
の
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ

て
お
り
、
医
療
界
も
大
変
厳

し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
西

島
先
生
は
国
会
で
参
考
人
と

し
て
堂
々
と
意
見
陳
述
を
行

う
な
ど
、
そ
の
行
動
力
と
識

見
、
交
渉
力
は
実
証
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
誠
実

で
清
廉
な
人
柄
は
、
国
民
の

健
康
と
生
命
を
守
る
立
場
の

国
会
議
員
と
し
て
誠
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
て
い
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

西
島
先
生
が
来
年
晴
れ
て

国
政
に
臨
め
ま
す
よ
う
に
、

ど
う
か
私
同
様
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
本
医
師
連
盟

委
員
長

坪
井

栄
孝

参
議
院
議
員

宮
崎

秀
樹

参
議
院
議
員
選
挙
対
策
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西島英利氏を国政の場へ参議院議員
選挙比例区

国民の立場に立った 真の医療制度改革を目指します
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�変えるべきものを変える勇気と守るべきものを守る器量をもった政治家でありたいと願っています｡

�医師・病院経営者・日本医師会常任理事という経験を生かして､ 常に現場に根ざした政策づくりを
目指します｡

�官僚のシナリオに頼る国会議員ではなく､ 自分の頭で考え､ 企画し､ 行動する議員でありたいと思
います｡

�医療は生命の安全保障であるという理念のもとに､ 憲法に定める国民の健康権を確かなものとする
｢健康基本法｣ を制定します｡

�国民が安心して健康長寿を迎えられるために､ 高齢者医療制度を創設します｡

�国民のニーズに的確に対応すべく介護保険制度の見直しを行います｡

�国民皆保険のもとで､ フリーアクセスと現物給付の機能をより強固なものとして､ 医療保険をより
使いやすい制度に進化させます｡

�国民が安心して医療を受けることができる環境づくり､ 医療関係者が安心して医療を提供できる環
境づくりに全力を尽くします｡

�遺伝子研究等による医療技術の進歩のためには､ 個人情報保護等のインフラの整備がきちんと行わ
れることが前提となります｡ そのために ｢個人情報保護法｣ にかかわる医療分野の個別法の制定を
行います｡

�医師が医療に専念できる環境づくりのためにＩＴ化を推進するとともに､ 関連法規を整備します｡

�医療提供体制を防衛し､ 医療機関経営の高度化と患者の安全を守るために､ 必要な医療費財源を全
力で確保します｡

�孤立こそが精神衛生上の最大の敵であり､ 一人ひとりの国民が孤立しない社会ネットワークづくり
のために貢献します｡

1. 政治家としての姿勢

2. 政 策 の 目 標
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